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コロナ禍での生活が子育ち・子育てに与えた影響（第１報）
―乳幼児の発達への影響に関する研究の概観―

The COVID-19 Pandemic’s Impact on Parenting and  
Early Childhood Development:

A Preliminary Research Overview.

坂上　裕子／福元　真由美／沖潮　満里子 
Hiroko SAKAGAMI／Mayumi FUKUMOTO／Mariko OKISHIO

2023年５月，新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が5類に変更されるにともない，感染対

策のために課されていた諸々の制約が解除され，以前のような日常がわれわれの生活に戻ってきた。

3年強に及んだコロナ禍は，子育ちや子育てにも大きな影響を与えた。今後，コロナ禍を経験した

子どもたちの育ちを支えていくうえで，また，将来訪れうる新たな感染症の流行等の危機に備える

ために，コロナ禍での生活が乳幼児の発達にどのような影響を及ぼしたのかを総括しておく必要が

ある。

本稿ではまず，国内におけるCOVID-19の感染状況と政府による感染対策の変遷を簡単に紹介し

たうえで，コロナ禍に突入した当初，どのような制約が子ども達の生活に課されることになり，そ

の影響としてどのようなことが懸念されていたのかを振り返る。次に，コロナ禍での生活の乳幼児

の発達への影響を検討した内外の発達科学・小児科学研究と，保育者の目から見たコロナ禍での子

どもの様子や発達を扱った国内の研究を概観し，今後の研究の展望を示すこととする。

COVID-19の感染状況・感染対策の変遷

2020年初めにCOVID-19の感染者が日本国内で確認されて以降，新型コロナウイルス感染症は，

国内の感染症法の2類相当の指定感染症（感染力や罹患した場合の重篤性から判断して，危険性が

高い感染症）として位置づけられた。そして，2020年3月10日には，COVID-19は新型インフルエ

ンザ等対策特別措置法に規定する新型インフルエンザ等とみなされることになり，同年3月28日に

は「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」1（新型コロナウイルス感染症対策本部, 

2020）が政府から発表された。ここで発表された方針のもと，国内では感染者数抑制のための策と

して，「3つの密」（密閉空間・密集場所・密接場面）を避けることと，集団感染（クラスター）の
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封じ込めが推進されることとなった。その後，感染者数の急増を受け，4月7日には7都府県を対象に，

さらに4月16日には全都道府県を対象に，緊急事態宣言が発出された。続く5月4日には，手洗い・

手指消毒や，マスクの着用などの咳エチケットの徹底を含む「新しい生活様式」が厚生労働省より

発表された。緊急事態宣言は，感染状況に応じて区域ごとに段階的に解除され，5月25日には全都

道府県で1回目の緊急事態宣言が解除となった。

この間，全国の小中高と特別支援学校には，2020年2月27日付けで内閣総理大臣より一斉の臨時

休校が要請されたが，福祉的な観点から，保育園・幼稚園・認定こども園には一斉休園は要請され

ず，特に保育園に対しては原則開所が求められた。その後，1回目の緊急事態宣言が発出された際

にも，保育は社会機能の維持のために必要不可欠な業務であるとの考えから，保育園には開園を継

続することが推奨された。ただし，一部の自治体では，休園や縮小運営，登園自粛の呼びかけが行

われた。全都道府県で緊急事態宣言が解除された6月以降は，いずれの自治体でも通常開園が促され，

段階的に通常開園に戻る園が増加した（全国私立保育園連盟調査部, 2020）。一方，幼稚園に関して

は，文部科学省による臨時休校のガイドラインに沿って，自治体・園の判断で休園措置を取ったと

ころが多く，4月11日時点では公立幼稚園の73％が休園となっていた。緊急事態宣言解除後は，登

園が再開されたものの，約４割の園では分散登園が，また約３割の園ではクラス分割等が行われて

いた（文部科学省, 2020a）。なお，保育園・幼稚園・認定こども園（以下，園と表記）での通常登

園の再開に際しては，自治体から感染予防措置の強化が求められ，三密の回避のほか，保育者や保

護者のマスク着用，検温，手洗い・アルコール消毒，玩具や遊具を含む園内の頻回な消毒などの策

が講じられることとなった。

第1回目緊急事態宣言の解除後も，2021年には感染拡大地域で3回の緊急事態宣言が出され，2023

年の初めまでに8回にわたる感染拡大の波が繰り返された。その後，オミクロン株が主流となり，

感染の際の重症度の低下が確認されたことを以て，2023年５月８日に，COVID-19は感染症法の「５

類感染症」へと変更された。これにともない，三密の回避，マスクの着用や消毒などの感染予防策

は，個人や事業所の判断に委ねられることとなり（厚生労働省, 2023），ようやく通常の生活が取り

戻されるに至った。

コロナ禍での生活が乳幼児の発達に与えた影響：先行研究の概観にあたって

COVID-19のパンデミックに突入した当初，コロナ禍での生活上の制限や変化は，Table 1に示す

ように，子どもの発達のさまざまな側面に影響を及ぼすことが懸念された。乳幼児の発達に関わる

さまざまな専門家が，コロナ禍での生活が子どもの発達に及ぼしうる影響について警鐘を鳴らすと

同時に，負の影響を抑えるための工夫や対策についても発信をしてきた（たとえば，三木, 2022 ; 

明和, 2021, 2022 ; 澁井, 2021）。その後，現在に至るまでの間に，園の運営や保育の取り組み，保育

士の困りごと，子どもの発達への影響や保護者に与えた影響などに関して，国内では相応数の調査

結果や実践記録が蓄積されてきた。本稿ではこのうち，乳幼児の発達への影響を扱った研究論文を
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中心に整理，考察を行う。なお，2022年までに公刊された論文についてはすでにいくつかの概観論

文が発表されていたため，本稿では2023年以降に公刊された論文を中心に取り上げることとした。

Table 1　コロナ禍での生活の制限・変化と、影響が懸念された発達の側面

生活上の制限や変化 影響が懸念された発達の側面

外出制限にともなう運動不足 体力、基本的運動能力の低下

おとなとのスキンシップの制限 保育者への愛着形成への負の影響、免疫系などの身体的健康への負
の影響

子ども同士の関わりの制限 社会性（他者とのコミュニケーション）の発達への負の影響

おとなのマスク着用 愛着形成、表情認知能力、共感性、咀嚼力、言語・コミュニケーシ
ョン能力への負の影響

スクリーンタイムの増加 視力の低下、言語・コミュニケーション能力への負の影響

環境の変化全般 ストレスによるメンタルヘルスの悪化

当該のテーマに関する先行研究は，大きくは，①信頼性・妥当性が確認された尺度や検査を用い

て子どもの発達を測定し，コロナのパンデミック前とパンデミック以降の間で違いがあるかを，比

較的大きなサンプルを対象に統計的手法を用いて検討したものと，②コロナのパンデミック前とパ

ンデミック以降の子どもの発達の異同を，保育者へのインタビューやアンケートを通して検討した

ものとに分けられた。①に相当する研究は主に発達科学や小児科学の領域で行われていたが，国内

の研究が限られていたため，国外の研究も参照することとした。また，②については，保育園や幼

稚園，こども園といった保育の形態や内容には国によって大きく異なる点があることに鑑み，本稿

では国内の研究のみを扱うこととした。

なお，当該の内容を扱った研究論文を読むにあたっては，以下の三点に留意する必要があると考

えた。一つは，研究が，どこで，どの時期に行われたものであるのかという点である。コロナ禍は

3年強という長期に及ぶものであり，COVID-19の感染状況や感染対策の内容は，地域によっても

時期によっても異なっていた。コロナ禍に入って間もない時期は，未知の状況や環境の急激な変化

への適応を求められた時期であった。これに対して，コロナ禍2年目，3年目は，手探りでの対応を

迫られた1年目の経験を踏まえての生活のあり方が模索された時期であった。ゆえに，コロナ禍で

の生活の子どもへの影響の表れ方は，地域や時期によって異なっていた可能性がある。

二つめは，対象としている子どもの年齢である。発達において主要となる課題やテーマは，乳児

期であれば愛着形成や言葉の獲得に向けての準備，幼児前期であれば，自我の芽生えや拡大・充実，

食事や着脱衣，排泄といった生活習慣の自立，幼児後期であれば，仲間関係の形成と社会性の育ち

など，時期によってそれぞれ異なる。ゆえに，研究結果を読むにあたっては，扱われている子ども

の年齢と発達の側面の両方に注目する必要がある。

三つめは，情報（データ）の収集方法である。同様のテーマを扱っている研究でも，情報源が誰

であるのか（保育者，保護者，子どもなど），どのような方法で情報を収集したのか（質問紙調査，
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検査，面接など）はさまざまであり，その点と併せて，結果の解釈を行う必要がある。

ところで，コロナ禍ではかなり早い段階から，感染予防のための生活上の制約が子どもの発達に

負の影響を及ぼしうることを懸念する声が多く聞かれた。こうした声が，パンデミックにともなう

さまざまな経験の剥奪から子どもを守ることに貢献したことは間違いない。一方で，そうした負の

影響だけではなく，子どもの発達の可塑性や環境への適応力の高さ，また，コロナ禍がもたらした

肯定的側面にも注目する必要があるのではないか，との指摘を行っていた専門家もいた。たとえば，

発達心理学者の遠藤（2020）は，子どもへの影響といっても，影響の受けやすさは一人一人異なる

ことや，コロナ禍になって，短期的なバランスの崩れはあったかもしれないが，中長期的な視点で

調整することを大人がうまく考えることができれば，子どもの発達へのネガティブな作用だけにと

らわれなくても済むではないか，と述べていた。また，児童精神科医の三木（2022）は，状況をプ

ラスに捉え直して，その中でどう生活をつくっていくのか，子どもの発達をどう支えていくかとい

う発想を持つことも大切である，と述べていた。平時ではない状況では，正常化バイアスが働く危

険性がある一方で，一面的な情報や偏った情報が発信されることによって過剰な不安が喚起されて

しまう危険性もある。パンデミックが落ち着きを見せたいまの段階では，予断を持たずに，コロナ

禍での生活が子どもの発達に及ぼした影響について振り返ることが肝要である。

コロナ禍での乳幼児の発達に関する，国内の発達科学の研究

コロナ禍での乳幼児の発達に関する国内の発達科学研究として，ここでは4つの研究を取り上げる。

① Sato et al. （2023）　首都圏のある自治体の全認可保育所に通う1歳児と3歳児を対象に行われ

た，2年間の縦断的研究。追跡期間中にパンデミックを経験しなかった子ども（Pre-P群と略記）と，

パンデミックを経験した子ども（P群と略記）について，縦断研究の開始時点から2年後の発達の

比較が行われた。対象は，2017年～ 2019年（T1）の1歳児（G1）と3歳児（G2）であり，うち

Pre-P群は215人（G1の124人，G2の91人），P群は672人（G1の323人，G2の349人）であった。保育

者が，T1と，T2（T1の2年後の2019年～ 2021年）の二時点において，KIDS乳幼児スケール2を用

いて発達の評価を行った。

分析の結果，G1の3歳時点（T2）の比較では，P群がPre-P群よりも，操作，概念，子どもとの社

会的関係，おとなとの社会的関係において発達が早いことが明らかとなった。P群で発達が進んだ

ことの理由として著者らは，コロナ禍で保護者が在宅勤務となって，子どもと関わる時間が増えた

ためではないかと考察している。一方，G2の5歳時点の比較では，P群にはPre-P群に比して，全領

域で平均4.39 ヵ月の発達の遅延が認められたという。これについて著者らは，コロナ禍で保護者以

外の大人や他児との交流が制限されたためではないか，との考察を行っている。

② 森口ほか（2022）（Moriguchi et al., 2020; Hagihara et al., 2022）　4歳～ 9歳の子どもの横断的

データと縦断的データの分析から，パンデミックが子どもの社会情緒的行動に及ぼした影響を検討

した研究。まず，横断的調査については，パンデミック前の2019年9月（T0）にウェブ調査によっ
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て収集されたデータと，緊急事態宣言が出た2020年4月（T1）に収集されたデータが使用された。

さらに，T1の対象者については，2020年10月頃（T2）と，二度目の緊急事態宣言が出された2021

年2月（T3）にもデータの収集が行われた。子どもの社会情緒的行動は，SDQ（強さと困難さのア

ンケート）3を用いて養育者が評定した。

分析の結果，横断的な比較（T0-T1の比較）では，T0とT1の向社会的行動に中程度の差が認め

られ，T1の方がT0よりも高い得点であったことが明らかとなった。著者らは，養育者が子どもと

接する時間が長くなったために子どもの向社会的行動に気付くようになった可能性と，パンデミッ

クという苦しい状況下で子どもが他者に対して親切になった可能性をその理由として指摘している。

縦断的な比較では，T1とT2の間，T2とT3の間でともに違いは認められなかったが，この結果につ

いて著者らは，一度パンデミックにともなう経験をした後でのことなので，それほど影響を受けな

かったのではないか，と考察している。総じて述べると，日本では緊急事態宣言下でも外出制限が

それほど厳格ではなく，公園などでの外遊びの時間が多かったために，子どもの社会情緒的行動に

問題が生じなかったのではないかと，というのが著者らの解釈である。

③ Abe et al. （2022）　幼稚園児の横断的データの分析から，パンデミックが幼児の運動能力に及

ぼした影響を検討した研究。パンデミック前（2019年秋）に島根県出雲市内の幼稚園22園中21園に

在籍する608人の3 ～ 5歳児（以下Pre-P群と記す）に実施した運動能力テストの成績と，パンデミッ

ク中（2020年秋）に17園に在籍する517人の3 ～ 5歳児（以下P群と記す）に実施した運動能力テス

トの成績の比較を行った。使用されたのは，25m走，立ち幅跳び，ソフトボール投げの3種目の成

績である。分析の結果，25m走では，5歳児でP群よりもPre-P群で好成績であったが，3歳児，4歳

児では違いがなかった。立ち幅跳びでは両群に違いはなかった。ソフトボール投げでは，全年齢で

P群よりもPre-P群で好成績であったが，効果量は小さかった。なお，運動能力に関しては，国内

の他の研究（松本ほか, 2022; 堀田ほか, 2024）でも概ね類似した結果が得られている。

④ Otani et al. （2024）　2015年～ 2019年に生後10 ～ 11 ヵ月であった乳児（44人，Pre-P群と記す）

と，2020年～ 2023年に生後10 ～ 11か月であった乳児（112人，P群と記す）の横断的データと，P

群の乳児が生後18 ～ 24 ヵ月になった際の縦断的データ（96人）の分析から，パンデミックの発達

への影響を検討した研究。子どもの発達は，新版K式発達検査20204とKIDS乳幼児スケール5（養育

者による評定）によって測定された。

分析では，新版K式発達検査2020（以下，K式発達検査と略記）による評価とKIDS乳幼児スケー

ル（以下，KIDSと略記）による評価とで，異なる結果が得られた。まず，K式発達検査による評

価では，生後10 ～ 11か月の時点ではP群とPre-P群の発達指数に違いはなかったものの，生後18 ～

24か月の時点では言語-社会領域の発達指数に両者の間で違いが見られ（P群＜Pre-P群），かつ，P

群では言語 ‐ 社会領域の発達指数が，生後10 ～ 11か月の時点から低下していた（生後10 ～ 12 ヵ

月時：M = 96.3, SD = 9.4；生後18 ～ 24 ヵ月時：M = 93.0, SD = 14.0）。一方，KIDSによる評価では，

P群は，生後10 ～ 11か月の時点では理解言語・表出言語の発達年齢が生活年齢を下回っていたも

のの，生後18 ～ 24か月の時点では，発達年齢が生活年齢を下回った領域はなくなり，操作，理解

言語，大人との社会関係，しつけ，食事の領域では発達年齢が生活年齢を上回っていた。
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このように，P群の子どもの発達の評価については，K式発達検査を用いた場合とKIDSを用いた

場合とでは，相容れない結果が示された。K式発達検査でP群の発達指数に低下が見られたことに

ついて，著者らは，検査者がマスクを着用していたことの影響を指摘しつつも，パンデミックが子

どもの発達に与える中長期的な影響を調査するうえでは，養育者評定による検査だけでなく，検査

者による対面での発達検査も併用する必要があると主張している。

まとめ

国内で実施された4つの研究を見てきたが，運動発達に関しては，コロナ禍での生活が一部の運

動能力に悪影響をもたらした可能性はあるものの，その影響は限定的であったといえそうである。

一方，その他の領域の発達への影響に関しては，研究の結果は一貫していない。保育者を含む，養

育者評定による発達の指標（KIDS）を用いた研究では，低年齢児で一部の領域，具体的には，

Sato et al.（2023）では3歳児の操作，概念，子どもとの社会的関係，大人との社会的関係において，

また，Otani et al. （2024）では生後18 ～ 24 ヵ月児の操作，理解言語，大人との社会関係，しつけ，

食事の領域において，パンデミック下の子どもの方が発達が進んでいるという結果が得られた。3

歳児で一部領域の発達が進んでいたという結果は，発達の測定にKIDS（養育者による評定）を用

いた橋本ほか（2023）（コロナ禍3年目に福岡県の保育所，幼稚園，認定こども園に在籍する3歳児

335人を対象に実施された研究）でも確認されている。これに対して，Otani et al. （2024）によるK

式発達検査の結果では，生後18 ～ 24 ヵ月の子どもの言語-社会領域の発達指数に低下が認められて

いる。この齟齬については，どのように考えればよいのであろうか。

1歳から3歳にかけては，手先の器用さが増し，語彙が急増し，対概念の理解が始まり，基本的な

生活習慣の自立が始まる（白石・白石，2020）。このような時期に，コロナ禍で親子が一緒に過ご

す時間が増えたことによってもたらされる変化として，次のような可能性が考えられる。一つは，

親が子どもに丁寧に関わる余裕をもてたことで，実際に子どもの発達が促進された，という可能性

である。もう一つは，生活上のさまざまな制限によって子どもの発達に負の影響が生じていたもの

の，親子がともに過ごす時間が増えたことで親が子どもの小さい変化にも気付くようになり，養育

者評定による発達の尺度を用いた場合には，子どもの発達に対してより高い評価がなされた，とい

う可能性である。

また，研究間の結果の齟齬は，コロナ禍の影響が一様でないことを示唆している可能性もある。

Sato et al.（2023）では，パンデミックを経験した子どもたちの中で，質が高い保育をしている園

に在籍していた子どもでは3歳時の発達が進んでいたこと，また，保護者が抑うつ状態にある子ど

もでは，5歳時の発達の遅れが顕著であったことが報告されている。コロナ禍では，子どもの発達

に対して質の高い保育環境は保護的に働き，養育者のメンタルヘルスの悪化は阻害的に働いたこと

で，発達の個人差が平時よりも拡大した可能性がある。子どもの発達へのパンデミックの影響を捉

えるためには，平均値から把捉しうる以前の時期との違いだけではなく，個人差とその要因にも着

目する必要があるといえる。

6
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コロナ禍での乳幼児の発達に関する，国外の発達科学・小児科学研究

国外では早い段階から複数の国でパンデミックの子どもの発達への影響が検討されており，その

結果が報告されてきた。Hessami et al. （2022）は，アメリカ，中国，カナダで実施された5つの研

究のメタ分析を行い，パンデミック下のコホートではパンデミック前のコホートに比べ，コミュニ

ケーション障害のリスクが高かったことを明らかにしている。ただし，Hessamiらのメタ分析の対

象となった5つの研究における対象児は，生後3 ～ 12 ヵ月の低月齢の乳児に限られていた。そのため，

1歳以上の月年齢の子どもの発達にどのような影響が及んだのかについては，このメタ分析の結果

からは分からない。そこで，本稿では，生後12 ヵ月以降に発達の測定を行った大規模サンプルの

研究を取り上げ，概観することとした。Table 2に，研究の実施国と著者，検討内容，対象児，デー

タの収集時期，発達の評価方法，主な結果をまとめた。多くの研究では，パンデミック前のコホー

ト（Pre-P群）と，パンデミック中に生まれた，あるいはパンデミック中に対象年齢に達した子ど

ものコホート（P群）の発達の比較を通して，パンデミックの影響の検討が行われている。以下に，

研究の概要を，研究が実施された国別に紹介する。

各国の研究の概要

①アイルランド　パンデミック時のロックダウンが厳しかったアイルランドでは，パンデミックの

初期に生まれた乳児の横断的比較研究（Byrne et al., 2023a; 2023b）が行われ，パンデミック初期

に生まれた乳児は，生後 12 ヵ月時点，24 ヵ月の時点でコミュニケーション領域の発達に遅延が見

られたことが報告されている。一方，運動領域や認知領域には生後 24 ヵ月時点で，コホート間に

違いはなかったことが確認されている。

②アメリカ合衆国　Kuehn et al. （2024）による大規模サンプルを対象とした後ろ向きコホート研

究では，ASQ-3（Ages & Stages Questionnaire, Third Edition）6 を用いて子どもの発達を評価し，

パンデミック前のコホートと，パンデミックに曝露された期間が異なる 3 つのコホート間で，スク

リーニング陽性（要精密検査）になった子どもの割合に違いがあるかの検討が行われた。その結果，

生後 1 年以内にパンデミックの影響を受けたことが，生後 12 ヵ月時点での子どもの発達の遅延と

関連していたことが明らかとなった。

一方，ロックダウンの開始時に生後0 ～ 9.5 ヵ月齢であった乳児を対象としたSperberほか（2023）

の研究では，生後1年目におけるパンデミックへの曝露期間と，生後12 ヵ月時，24 ヵ月時の社会情

緒的問題，行動上の問題，発達の遅れ，言語発達，母親のメンタルヘルスとの関連の検討が行われ

た。分析の結果，パンデミックへの曝露期間と子どもの発達との間には，いずれも関連が見られな

かったことが明らかにされている。

最後に，Johnson et al. （2024）による，0 ～ 5歳児の大規模サンプルを用いた研究では，パンデミッ

ク前のコホートとパンデミック後のコホートの，ASQの各領域の得点の比較が行われた。分析の

結果，パンデミックの前後でコミュニケーション，問題解決，個人社会領域の得点に低下が認めら

れたものの，その変化はわずかなものであったことが確認されている。

③カナダ　Giesbrecht et al. （2023）は，パンデミック中に生まれた乳児と，パンデミック前に生
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まれた乳児の，生後 1 年時点での ASQ の得点の比較を行った。分析の結果，パンデミック中に生

まれた乳児では，生後 1 年時点のコミュニケーション，粗大運動，個人・社会領域の得点がパンデ

ミック前に生まれた子どもに比べて低く，スクリーニング陽性と判定される確率が高かった。しか

し，ほとんどの乳児は典型的な発達を示しており，パンデミック前に生まれた乳児との違いは小さ

いものであったという。

④韓国　Lee et al. （2024）は，パンデミック前とパンデミック中の生後 30 ～ 36 ヵ月児の発達のス

クリーニング検査（粗大運動，微細運動，認知，コミュニケーション，社会的相互作用，セルフケ

アの 6 領域の項目を養育者が評定）の結果を比較し，パンデミックを経験した子どもでは，コミュ

ニケーション領域と社会的相互作用領域で神経発達遅延リスクが増加していたこと，また，発達遅

延のリスクは，SES が低い層や都市部に居住する幼児で相対的に高かったことを明らかにしている。

コミュニケーション能力の遅延の背景

国内外の複数の研究では，パンデミック下で乳幼児のコミュニケーション能力の発達に遅延が生

じていたことが示唆されたが，これには，複数の要因の関与が想定される。

コミュニケーションには言語的なものと非言語的なものがあるが，この中でも言語の発達は，学

習者が受け取る言語入力の質と量に影響を受けている。特に初期の言語発達においては，音声に加

えて会話相手の口元といった視覚情報も重要であり，聴覚情報と視覚情報が統合されて，言語の習

得が進んでいく。パンデミック下でのマスクの着用は，学習者が受け取る音声（聴覚情報）の質を

低下させるとともに，言語に関する視覚的手がかりを減少させることになるため，コロナ禍に突入

した当初から，マスク着用が乳幼児の言語発達に与える影響が懸念されていた（これらの点に関す

る詳細な議論は，麦谷・楢崎（2022），明和（2022），杉村（2024）などを参照のこと）。

この他に，子どもの表出言語能力は，入力を提供する会話相手の多様性にも影響を受けることが

指摘されている。パンデミック下では，外出や大勢で集まることが制限されたことにより，会話相

手の多様性に大幅な制限が加えられた。この点に関して，Feijoo, et al. （2023）は，言語習得期に

あたる生後8 ～ 30 ヵ月児（平均19.83 ヵ月）を対象に，子どもの語彙スコアと，パンデミック下で

子どもがマスクを着用した人に接触した頻度と会話をした相手の多様性7との関連を検討した。そ

の結果，マスクを着用した人との接触頻度と語彙スコアの間には関連がなかったのに対して，コミュ

ニケーションの相手の多様性が少なかった子どもほど，表出語彙のスコアが低かったことが明らか

にされた。

コロナ禍では，子どもが家庭以外の場所でさまざまな人と関わる機会が制限された。これは，家

庭に加えて，子どもが他者との関わりを持つことが許された限られた場，具体的には，保育園や幼

稚園といった場での生活が，子どもの発達に大きな意味を有していたことを意味する。とりわけ，

不利な環境下にあった子どもにとっては，家庭外の他者との関わりが，子どもの発達に保護的に働

き，重要な役割を果たしていたものと推測される。この点に関連して，イギリスのDaviesらの知見

を紹介する。Davies et al. （2024）は，2020年の5月～ 7月に生後5 ～ 23か月（平均15か月齢）だっ

た乳児171人を対象に12 ヵ月間の縦断研究を行い，幼児教育および保育（ECEC）の利用日数が，

対象児の発達とどのような関連を有するかを検討した。対象児の発達は，語彙検査（理解語彙と表

8
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ク
の

影
響

に
関

す
る

国
外

の
研

究
（

続
き

）

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
Jo

hn
so

n,
 e

t a
l. 

(2
02

4)
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
後
の
米
国
の
子
ど
も
に
お
け
る
発
達
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
の
達
成
状
況

対
象

：
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
前

（
20

18
年

3月
1日

～
20

20
年

2月
29

日
）、

中
断

期
間

（
20

20
年

3月
1日

～
5月

31
日

）、
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
中

（
20

20
年

6月
1

日
～

20
22

年
5月

30
日

）
の

期
間

に
、

米
国

の
小

児
科

プ
ラ

イ
マ

リ
ケ

ア
で

発
達

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
を

受
け

た
50

,20
5人

の
0

～
5歳

児
（

全
体

母
集

団
50

2,0
52

人
か

ら
ラ

ン
ダ

ム
抽

出
）。

方
法

：
A

SQ
を

保
護

者
が

評
定

。
結

果
：

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

前
か

ら
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
中

に
か

け
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
問

題
解

決
、

個
人

・
社

会
の

得
点

の
低

下
が

確
認

さ
れ

た
。

微
細

運
動

と
粗

大
運

動
の

得
点

に
変

化
は

な
か

っ
た

。生
後

0～
12

カ
月

児
で

は
、コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
問

題
解

決
に

の
み

影
響

が
あ

っ
た

。
発

達
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

得
点

の
変

化
は

わ
ず

か
（

2
～

3%
）

で
あ

っ
た

。

カ
ナ

ダ
Gi

es
br

ec
ht

 e
t a

l. 
(2

02
3)

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
に
生
ま
れ
た
乳
児
に
お
け
る
発
達
遅
延
の
リ
ス
ク

対
象

：
2つ

の
縦

断
コ

ホ
ー

ト
の

参
加

者
。

Pr
eP

期
の

コ
ホ

ー
ト

：
20

15
～

20
18

年
の

生
ま

れ
の

乳
児

29
03

人
（「

産
後

う
つ

の
母

親
と

父
親

の
子

ど
も

の
へ

の
影

響
」

を
検

討
し

た
コ

ホ
ー

ト
）。

P期
の

コ
ホ

ー
ト

：
20

20
年

4月
～

20
21

年
4月

に
妊

婦
だ

っ
た

人
の

乳
児

37
42

人
。

方
法

：
生

後
1年

の
時

点
で

、
A

SQ
-3

を
実

施
、

母
親

の
う

つ
症

状
の

デ
ー

タ
も

収
集

。
結

果
：

P期
に

生
ま

れ
た

乳
児

は
、

Pr
eP

期
の

乳
児

に
比

し
て

、
A

SQ
-3

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
粗

大
運

動
、

個
人

・
社

会
領

域
の

得
点

が
低

く
、

発
達

の
遅

れ
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
で

陽
性

と
判

定
さ

れ
る

確
率

が
高

か
っ

た
。

し
か

し
、

P期
生

ま
れ

の
乳

児
の

ほ
と

ん
ど

は
典

型
的

な
発

達
を

示
し

て
お

り
、

Pr
e-

P期
生

ま
れ

の
乳

児
と

の
違

い
は

小
さ

い
も

の
だ

っ
た

。

韓
国

Le
e 

et
 a

l. 
(2

02
4)

韓
国
の
乳
幼
児
健
康
健
診
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
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づ
く
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
生
後
30
～
36
か
月
児
の
発
達
の
関
連
性

対
象

：
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e-
P期
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コ
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ー
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～
20
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月
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36

ヵ
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っ
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幼

児
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84
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人
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：
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年
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年
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月
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36

ヵ
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人
。
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法

：
韓

国
発

達
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

（
粗

大
運

動
、

微
細
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、
認

知
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

社
会

的
相

互
作

用
、

セ
ル

フ
ケ

ア
）

の
20

0
項

目
を

養
育

者
が

評
定

。
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
前

後
で

神
経

発
達

遅
延

リ
ス

ク
の

違
い

を
比

較
。

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

経
験

と
神

経
発

達
遅

延
リ

ス
ク
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関

連
を
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。
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：

生
後

30
～

36
か
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児
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お

い
て

、
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ョ
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領
域

と
社

会
的

相
互

作
用

領
域

で
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発

達
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高
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っ
た

。
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に
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の

幼
児
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児
よ
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出語彙），実行機能の質問項目，ASQ-3（コミュニケーション領域，問題解決領域，個人社会領域

の項目を使用）によって，パンデミックに突入した直後の2020年3 ～ 6月と，2020年11 ～ 12月，

2021年4 ～ 6月の3回にわたって測定された。分析の結果，ECECを利用していた子どもでは，パン

デミック中の12 ヵ月の間に，社会的背景によらず理解語彙とASQ-3の個人社会領域の得点に顕著

な向上が見られたという。また，ECECで過ごした時間が多かった子どもでは，低SESの子どもに

のみ，表出語彙に著しい向上が認められた。さらに，パンデミック中にprimary school8の利用を

始めた低SESの子どもでは，ECECの利用がコミュニケーションと問題解決スキルの向上に寄与し

ていたほか，すべての子どもでECECが個人・社会領域の発達に関連していることが明らかとなっ

た。この結果について著者らは，ECECの言語環境，特にグループ活動や1対1のやり取りの中で言

葉を使って表現する体験が，家庭内の言語環境が制限される低SES家庭の子どもに対して保護的な

役割を果たした可能性があったという考察を行っている。

まとめ

国外の研究として，4つの国の研究を紹介したが，国を超えて共通して見出されていたのが，コミュ

ニケーション領域の発達への負の影響であった。ただし，その中には，パンデミック前後の発達の

違いはそれほど大きいものではない，という結果を得たものが複数あり，発達への負の影響は認め

られなかったとする研究もあった。コミュニケーション以外の領域に関しては，結果は必ずしも一

貫していなかったが，総じてみると，パンデミックの子どもの発達への影響は，想定されていたほ

ど深刻ではなかった，といえそうである。ただし，COVID-19の感染拡大の時期や，マスクの着用，

ロックダウンを含む感染対策方針の厳しさ，人々の感染予防行動は国によって異なり（橋元ほか, 

2023），コロナ禍で乳幼児がどのような生活を送っていたのかは，国によって異なっていたといえる。

このことに鑑みると，国外の研究結果をそのまま日本に当てはめうるのかについては，慎重に考え

る必要がある。また，乳幼児の発達に対して，想定されたほど深刻な影響がみられなかったとすれ

ば，それは，子どもへの負の影響を最小限にとどめるべく，養育者が努力をしたことや，子ども自

身もまた感染対策のために努力したことによるものであると考えるべきであろう。

国内の研究に関しては，結果は一貫しておらず，子どもの年齢や発達の測定方法によっても，示

唆されたパンデミックの影響の方向性や有無は異なっていた。さまざまな結果のうち，筆者は，養

育者（保育者を含む）評定による発達の指標を用いた複数の研究では，特定領域の発達が進んでい

た，という結果が得られていた点に注目したい。コロナ禍では，Sato et al.（2023）の考察にある

ように，それぞれの子どもが経験していた環境の違い，具体的には，受けていた保育の質や家庭環

境の違いによって，発達の差が広がっていた可能性が考えられる。

では，コロナ禍で子どもと長い時間，生活をともにしてきた保育者の目には，この間の子どもの

様子や発達はどのように映っていたのであろうか。次のセクションでは，保育者が捉えた，コロナ

禍での子どもの発達に関する国内の調査研究をみていく。

11
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保育者が捉えた，コロナ禍での子どもの発達

コロナ禍での保育

COVID-19の感染拡大からCOVID-19が5類感染症に変更されるに至るまでの3年強の間，乳幼児

が集って生活を送る場である保育園や幼稚園，認定こども園には，繰り返し訪れる感染拡大の波の

中で，子どもたちの育ちを保障するための活動の提供と感染予防対策を両立させる，という，かつ

て経験したことのない難題が課された。コロナ禍直後の現場の混乱や，その後の保育者の葛藤や苦

悩，また，子どもたちの育ちを守るために費やされた多大な努力と労苦は，想像をはるかに超える

ものであったと思われる。

本稿のはじめの方で触れたように，コロナ禍では，子どもの生活にもさまざまな制約が課された。

保育の場に関していえば，外での活動やおとなとのスキンシップ，子ども同士の関わり，地域のさ

まざまな大人と触れ合う機会の制限や，マスク着用といった生活上の変化が，子どもの発達に負の

影響を及ぼすことが懸念された。第一回目の緊急事態宣言が解除されて間もない時期（2020年7月）

に，幼稚園・こども園を対象に実施された質問紙調査では，「今後の教育活動等への心配・悩み」

として，社会性・主体性を育む教育活動が十分できないことや，行事の縮小・中止による園児（特

に年長児）への影響が挙がっていた（文部科学省, 2020b）。こども環境学会（2020）が第一回目の

緊急事態宣言解除後の2020年7 ～ 8月に実施した調査によれば，調査協力に応じた273園のうち，外

遊びが減少したと答えた園は20.5％，こどもとのスキンシップが減少したと答えた園は38.5％，こ

ども同士のスキンシップが減少したと答えた園は25.3％，行事を中止または縮小しての実施にする

と答えた園は43.2％，行事は子どもだけで日常生活の中で実施すると答えた園は26.0％であった。

行事については，それまでとほぼ同様に実施していると答えた園は1％にも満たず，中止や実施形

態の変更を余儀なくされた園が大半であった。しかし，外遊びや大人との関わり，子ども同士の関

わりが減少したという園は2 ～ 4割程度であり，現場では，身体を動かすことや対人的な関わりを

確保するための努力がなされていたといえる。

コロナ禍での子どもの発達に関する，保育者を対象とした調査研究

コロナ禍での保育の実態については，既に多くの報告や調査結果が提出されている（たとえば，

古村, 2023; 日本保育保健協議会, 2021; 野澤ほか, 2020; 及川ほか, 2022; 杉村ほか, 2024）。このこと

を受けて本稿では，公刊されている調査研究のうち，保育者が捉えたコロナ禍での子どもの発達を

扱った調査研究の中でも比較的最近の研究を取り上げることとした。ここで取り上げる調査研究は，

保育者へのアンケートやインタビューに基づくものであり，そこでの回答は，保育者の主観を多分

に含んだ，客観性を欠いたものだといえる。しかし，実際の子どもの姿や発達は，園での保育活動

や保育者の関わりといった文脈と本来，切り離すことはできないものであり，保育者の回答には，

保育者が長年の経験の上に日常的な保育の中で感知した子どもたちの姿が反映されているという点

で，客観的なデータからは得難い，意味のある情報が含まれている。

ここからは，各研究の概要を見ながら，調査の結果と得られた知見の紹介を行っていく。取り上

げるのはいずれもコロナ禍の2年目，3年目に実施された調査研究であり，Table 3に，研究の目的

12
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と方法，調査時期，協力者，調査の質問内容，報告された子どもの発達の姿や変化，保育者の懸念

と対応を一覧にしてまとめた9。

まず，金谷（2023）では，質問紙調査の自由記述回答によって得られたコロナ禍の保育の影響に

関する内容の整理，紹介が行われている。子どもの発達や姿の変化に関する回答として多かったの

は，感染予防行動（手洗い，うがい，マスクの管理）に関する記述であった。コロナ禍では，子ど

もたちは感染予防行動を自主的に，かつ上手に行っており，相互に感染予防の声をかけ合うなどの

行動を取るようになっていた。これは，コロナ禍という新しい生活環境への子どもたちの適応力の

高さを示唆する変化であると言える。一方，困りごととして保育者から多く挙がっていたのは，マ

スク着用で保育者の表情や口の動きを子どもに伝えづらい，子ども同士の距離を取らせるのが難し

い（密を避けるのが困難），という記述であった。保育者は，前者の問題に対しては身振り，手振

りを使用したり，表情をオーバーにしたりすることで，また，後者の問題に対しては異年流交流を

控える，行事を減らす，外遊びを増やすなど，保育活動の内容を変えることによって対応していた

ことが報告されている。

岩本（2023）は，コロナ禍の2年目に，コロナ禍前の同年齢の乳幼児と比較した成長発達の変化

とそれに影響する因子を探るべく，保育士2名にインタビューを行った。保育士が語った子どもの

変化に関する内容は，「保育士のマスク着用による影響」（保育士の顔が認識しにくい，保育士の指

示への反応が薄い，保育士との距離が分かりにくい，言語発達の遅れなど），「食事環境の変化によ

る影響」（食を通じたコミュニケーションや楽しさの減少，黙食への順応など），「長期化する自粛

生活による影響」（他者との交流の機会が減ったために子ども同士の関わり方が不器用，外遊びが

減少したことによる運動機能の低下や外遊びへの抵抗など）」，「感染予防対策による影響（手洗い

行動の習慣化など）」に分類された。子どもたちの変化を受けて保育士は，子どもの成長発達を意

識したさまざまな工夫（表情豊かに子どもに関わる，声のトーンやスピードを工夫する，滑舌よく

話す等）をコミュニケーションの中で図るようになっていたという。

荒木・関口（2023）は，コロナ禍に突入して1年が経過した時点（コロナ禍2年目）と2年が経過

した時点（コロナ禍3年目）で保育者約20名にインタビューを行い，マスク着用保育が低年齢児の

保育にどのような影響を与えていると保育者が考えているのかを調べた。分析の結果，7割前後の

保育者は，コロナ禍の2年間を通して，子どもに自身の感情表現が伝わりにくい，子どもとの意思

疎通や相互理解が困難であったり，模倣に問題があったりする（たとえば，保育士がマスクを着用

していると子どもが保育者の口の動きを真似できないなど）と感じていたことが分かった。また，

コロナ禍2年目の時点では，6割を超える保育者が，子どもの発達（言葉の習得や理解など）に問題

がある，子どもの反応が薄い，やりとりが成立しづらいと感じていた。こうした難しさを感じてい

た保育者の割合は，コロナ禍3年目に入った時点ではやや低下したものの，約5割の保育者は依然と

して難しさを感じていた。子どもとのコミュニケーションの難しさを受けて，保育者は，声や表情

を大きくする，分かりやすくゆっくり話す，目を見て話す，子どもの困惑や心情の理解に努める，

といったことを保育の中で心がけていた。なお，コロナ禍2年目の初めには約6割の保育者が子ども

との関係作り（子どもから保育者への愛着の形成）に難しさを覚えていたが，3年目になるとそう
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姿

や
変

化
保

育
者

の
懸

念
と

対
応

金
谷（

20
23

）
コ

ロ
ナ

禍
で

の
保

育
へ

の
影

響
を

、
保

育
者

へ
の

質
問

紙
調

査
に

よ
っ

て
検

討
。

20
21

年
7月

埼
玉

県
内

の
幼

稚
園

6
園

、
保

育
園

40
園

の
ク

ラ
ス

担
任

22
6人

コ
ロ

ナ
禍

で
の

子
ど

も
の

変
化

／
新

入
園

児
の

母
子

分
離

の
状

況
／

保
育

を
す

る
上

で
の

困
っ

た
こ

と
や

工
夫

手
洗

い
・

う
が

い
が

上
手

に
な

っ
た

、
自

主
的

に
手

洗
い

・
う

が
い

を
す

る
よ

う
に

な
っ

た
、

マ
ス

ク
管

理
が

上
手

に
な

っ
た（

幼
稚

園
の

み
）、

感
染

予
防

の
声

を
か

け
合

う
よ

う
に

な
っ

た

マ
ス

ク
着

用
で

表
情

や
口

の
動

き
を

伝
え

づ
ら

い
⇒

身
振

り
、

手
振

り
の

使
用

、
表

情
を

オ
ー

バ
ー

に
距

離
の

取
り

方（
密

の
回

避
が

困
難

）
⇒

異
年

流
交

流
を

控
え

る
、

行
事

を
減

ら
す

、
外

遊
び

を
増

や
す

岩
本（

20
23

）
コ

ロ
ナ

禍
前

の
同

年
齢

の
乳

幼
児

と
比

較
し

た
成

長
発

達
の

変
化

と
そ

れ
に

影
響

す
る

因
子

を
、

保
育

者
へ

の
半

構
造

化
面

接
に

よ
っ

て
検

討
。

20
21

年
8月

京
都

市
内

こ
ど

も
園（

2
施

設
）の

保
育

士
6名

・
�コ

ロ
ナ

禍
前

の
同

年
齢

の
乳

幼
児

と
比

較
し

た
成

長
発

達
の

変
化

・
�そ

れ
に

影
響

す
る

因
子

マ
ス

ク
着

用
の

影
響（

保
育

士
の

表
情

の
読

み
取

り
に

く
さ

、
保

育
士

と
の

距
離

の
分

か
り

に
く

さ
、

言
語

発
達

の
遅

れ
等

）
食

事
環

境
の

変
化

に
よ

る
影

響（
黙

食
へ

の
順

応
、

食
事

の
楽

し
さ

の
減

少
等

）
長

期
化

す
る

自
粛

生
活

の
影

響（
関

わ
り

の
不

器
用

さ
、

外
遊

び
へ

の
抵

抗
、

運
動

機
能

の
低

下
等

）
感

染
予

防
対

策
の

影
響（

手
洗

い
行

動
の

習
慣

化
等

）

子
ど

も
の

成
長

発
達

に
合

わ
せ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
工

夫（
表

情
豊

か
に

関
わ

る
、

声
の

ト
ー

ン
や

ス
ピ

ー
ド

を
工

夫
す

る
、

滑
舌

よ
く

話
す

等
）

荒
木

・
関

口
（

20
23

）
マ

ス
ク

着
用

保
育

の
低

年
齢

児
保

育
へ

の
影

響
に

つ
い

て
の

保
育

者
の

認
識

を
、

約
1

年
経

過
後

と
2年

経
過

後
の

2回
、

同
一

保
育

者
へ

の
半

構
造

化
面

接
調

査
に

よ
っ

 
て

検
討

。

1回
目

面
接

：
20

21
年

6～
9月

、
保

育
者

23
名 2回

目
面

接
：

20
22

年
6～

8月
、

1回
目

の
協

力
者

の
う

ち
20

名

マ
ス

ク
着

用
保

育
の

困
難

点
／

乳
幼

児
の

反
応

、
状

態
に

つ
い

て
気

づ
く

こ
と

、
従

来
と

異
な

る
こ

と
／

子
ど

も
の

発
達

上
の

変
化

、
問

題
点

／
保

育
者

と
の

関
係

性
等

「
困

難
あ

り
」

と
回

答
し

た
保

育
者

の
割

合（
'21

年
→

'2
2年

）
と

困
難

へ
の

対
応

「
感

情
表

現
の

伝
わ

り
に

く
さ

」
74

%
→

75
%

　
⇒

声
や

表
情

を
大

き
く

す
る

「
保

育
者

・
子

ど
も

間
で

意
思

疎
通

や
相

互
理

解
、

模
倣

に
問

題
」

78
％

→
65

％
、「

言
葉

の
習

得
や

理
解

等
の

育
ち

の
問

題
」

65
%

→
55

%
　

⇒
分

か
り

や
す

く
ゆ

っ
く

り
話

す
、

目
を

見
て

離
す

「
子

ど
も

の
反

応
：

手
応

え
が

感
じ

ら
れ

な
い

」
65

%
→

 5
0%

　
⇒

子
ど

も
の

困
惑

や
心

情
の

理
解

に
努

め
る

「
や

り
と

り
や

子
ど

も
の

要
求

へ
の

対
応

」
57

％
→

50
％

、「
保

育
者

と
の

関
係

作
り

」
57

％
→

15
％

⇒
様

な々
表

現
で

気
持

ち
を

表
現

、
子

ど
も

の
気

持
ち

に
で

き
る

だ
け

応
え

る

麦
谷

・
楢

崎
（

20
23

）
保

育
者

の
マ

ス
ク

着
用

に
伴

う
子

ど
も

と
保

育
者

の
変

化
に

つ
い

て
の

保
育

者
自

身
の

捉
え

方
を

、
質

問
紙

調
査

に
よ

っ
て

検
討

。

20
22

年
6

～
7月

福
岡

県
、

大
阪

府
、

徳
島

県
を

中
心

と
し

た
地

域
の

保
育

者
33

9人

保
育

者
が

思
う

マ
ス

ク
着

用
に

伴
う

変
化

を
4

件
法

で
評

定
：

子
ど

も
主

体
の

変
化

 7
項

目
／

保
育

者
主

体
の

変
化

 5
項

目

あ
て

は
ま

る
+や

や
あ

て
は

ま
る

の
割

合
「

表
情

理
解

の
発

達
の

遅
れ

」 
61

％
「

感
情

理
解

の
発

達
の

遅
れ

」 
58

％
「

咀
嚼

嚥
下

能
力

の
発

達
の

遅
れ

」 
47

％
「

反
応

の
乏

し
さ

」 
45

％
「

こ
と

ば
の

発
達

の
遅

れ
」 

45
％

そ
う

思
う

+ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

そ
う

思
う

の
割

合
感

情
が

伝
わ

り
に

くく
な

っ
た

　
63

％
言

葉
が

伝
わ

り
に

くく
な

っ
た

　
66

％
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
取

り
に

くく
な

っ
た

　
50

％
大

き
な

声
で

話
す

よ
う

に
な

っ
た

　
71

％
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した保育者の割合は急激に低下し，子どもとの関係性形成の難しさはほぼ解消されていた。この調

査の結果では，コロナ禍の2年目の時点では約7割の保育者が子どものコミュニケーションの育ちに

問題を感じていた一方で，残りの約3割の保育者は，そのような問題を感じていなかったことになる。

最後に，麦谷・楢崎（2023）は，コロナ禍3年目の6月に，2年に及ぶ保育者のマスク着用に伴う

子どもの変化に関する質問紙調査を，保育者約400名を対象に実施した。その結果，約6 ～ 7割の保

育者が，子どもに言葉や感情が伝わりにくくなったと感じており，約5 ～ 6割の保育者は，子ども

の表情理解，感情理解，咀嚼嚥下能力，ことばの発達に遅れが生じている，と感じていたことが明

らかとなった。また，保育者としての自分自身の変化として，7割以上が，子どもに大きな声で話

すようになった，と回答していた。なお，この調査でも，上述の荒木・関口（2023）の結果と同様

に，3，4割の保育者は子どもの発達に遅れを感じてはいなかったことになる。著者らは，他の実験

的研究の結果等も踏まえたうえ，家庭内でマスクをつけていない家族との対面でのコミュニケー

ションをしっかり取っているのであれば，少なくとも保育者の不織布マスクの着用がそれだけで乳

幼児の定型的な言語発達に大きな影響を及ぼす可能性は低いのではないか，と結論づけている。

まとめ

保育者を対象とした調査からは，子どもとのコミュニケーションに難しさを感じ，言語，非言語

をコミュニケーション能力の発達に遅れがあると感じていた保育者が一定の割合でいることが明ら

かになった。これは，一連の発達科学的な実証研究と整合する結果であるといえる。しかし一方で

は，そのような遅れを感じていない保育者も一定の割合でいることが明らかになった。コロナ禍で

の保育に関するこれまでの調査報告には，「子どもについては，例年と変わらないという回答も多く，

コロナ禍でも子どもたちの楽しさや安心・安定が守られている場合も多い（野澤ほか, 2020）」といっ

た記述や，「環境設定においては従来のようにいかないことが多かったが，子ども達の探求心や欲

求などは以前と比べても変化がほとんどみられなかった（岩橋，2023）」といった記述も見られる。

子どもの発達へのコロナ禍の影響に関する捉え方の違いは，園の保育の方針や保育形態，活動の仕

方や内容によって生じている可能性もある。保育士を対象とした一連の調査結果からは，コロナ禍

では保育者がさまざまに工夫をしながら子どもに関わってきたことや，感染対策行動の習慣化や黙

食への順応にあるように，子どもの適応力が発揮されていたことが示されていた。そのような可能

性を踏まえるならば，子どもの発達に問題や遅れを感じなかったという園では，具体的にはどのよ

うな保育活動がどのような形で行われていたのかを，子どもたちの具体的な姿とも照らし合わせつ

つ，探っていく必要があるだろう。

現在は，ほとんどの園で通常の保育が行われるようになったが，いま，行われている保育は，コ

ロナ禍前の保育をそのまま踏襲したものではなく，コロナ禍での試行錯誤や園活動の見直しを通し

て得られた新たな発見や，従来の保育への反省を踏まえてのものであり，コロナ禍で損なわれた子

どもの遊びや生活の経験，発達を取り戻すことを意図してのものであろう。コロナ禍での3年間の

保育を振り返っての気づきについては，保育問題研究322号『特集　コロナ禍が保育にもたらした

もの　子どもの育ちの視点に立って』（全国保育問題研究協議会編集委員，2023）に詳しいが，コ

ロナ禍が保育を含む子育ち，子育てにどのような影響を与えたのかをめぐっては，コロナ禍の記憶

15
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が薄れないうちに記録を整理し，残しておく必要がある。本研究の第二報では，著者らが首都圏近

郊の保育所，幼稚園，こども園の保育者に振り返ってもらったコロナ禍での保育とその中での子ど

もの発達の実態に関するインタビューの記録のまとめを報告する予定である。
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脚注

1	 コロナ禍の期間，何度もの改訂を経て政府より発表された「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」
については，最後に出された令和３年 11 月 19 日（令和５年２月 10 日変更）版までを含め，内閣感染症危機管
理統括庁のHP「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針（https://www.caicm.go.jp/citizen/corona/
policy.html）にて閲覧できる。

2	 KIDS乳幼児スケールは，運動，操作，理解言語，表出言語，概念，対子ども社会性（子どもとの社会的関係），
対大人社会性（大人との社会的関係），食事，しつけの9領域の発達を評価する項目で構成されている。年齢によっ
て3種類に分かれており，0歳児用のタイプAは概念，対子ども社会性，しつけを除く6領域，1，2歳児用のタイ
プBは9領域，3 ～ 6歳児用のタイプCは8領域の発達を評価する項目から構成され，領域ごとに発達年齢が算出さ
れる。

3	 SDQは，子どものメンタルヘルスに関するスクリーニング尺度であり，情緒の問題，行為の問題，多動/不注意，
仲間関係の問題，向社会的行動に関する20項目から構成されている。

4	 新版K式発達検査2020は，検査者による対面の個別式の発達検査で，姿勢-運動領域，認知-適応領域，言語-社会
領域の発達年齢と発達指数（発達年齢／生活年齢に100をかけたもの）が算出される。

5	 生後10 ～ 11 ヵ月時の発達の評定にはKIDS乳幼児スケールのタイプA（粗大運動，手指操作，理解言語，表出言
語，対大人社会性，食事）が，生後18 ～ 24 ヵ月の発達の評定にはタイプB（タイプAの6領域に概念，対子ども
社会性，しつけが加わったもの）が用いられた。

6	 ASQは，米国のオレゴン大学で開発された発達スクリーニングツールであり，現在は2009年に出版された第3版 
(ASQ-3) が，日本を含む世界各国で翻訳され，使用されている（Squiresほか，2021）。月齢1 ヵ月から66 ヵ月の
乳幼児の発達状況を，5領域（コミュニケーション（言語理解，発話），粗大運動，微細運動，問題解決（認知能
力や問題解決のスキル），個人・社会（生活の自立））に分け，保護者等子どもをよく知る人が質問に回答するこ
とで，発達の遅れをスクリーニングできる発達評価ツールである。各領域の6項目の合計点から，各領域の発達
状況をカットオフ値以上，（正常範囲の発達）」，「カットオフ値に近い（観察を要する）」「カットオフ値以下（専
門家による詳細な評価を要する）」の3段階で評価することができる。

7	 他者とのやりとりの多様性とマスク着用者との接触頻度については，養育者が過去3週間を振り返り，評定を行っ
た。

8	 イギリスのPrimary School（小学校）は，通常，4歳または5歳から11歳までの子どもが通う学校である。

9	 荒木・関口 (2023) については，回答を，「保育者の懸念」と「子どもの発達の姿や様子」に切り分けることが困
難であったため，両者を含む形で表への記載を行った。


